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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月22日(2015.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）結晶性ｔｒａｎｓ－桂皮酸ジエステルと、
　（ｂ）イソソルビドおよび二酸のアモルファスオリゴマーとを含む、転相インク。
【請求項２】
　着色剤をさらに含む、請求項１に記載の転相インク。
【請求項３】
　前記ｔｒａｎｓ－桂皮酸ジエステルが以下の式を有し、
【化１】

　式中、Ｒが、
　（ａ）アルキレン基（置換および非置換のアルキレン基を含み、ヘテロ原子が、アルキ
レン基中に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；
　（ｂ）アリーレン基（置換および非置換のアリーレン基を含み、ヘテロ原子が、アリー
レン基中に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；
　（ｃ）アリールアルキレン基（置換および非置換のアリールアルキレン基を含み、ヘテ
ロ原子が、アリールアルキレン基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両
方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；または
　（ｄ）アルキルアリーレン基（置換および非置換のアルキルアリーレン基を含み、ヘテ
ロ原子が、アルキルアリーレン基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両
方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）であり、
　２個以上の置換基が接続して環を形成していてもよい、請求項１に記載の転相インク。
【請求項４】
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　前記ｔｒａｎｓ－桂皮酸ジエステルが、プロパン－１，３－ｔｒａｎｓ－シンナメート
、ブタン－１，４－ｔｒａｎｓ－シンナメート、ヘキサン－１，６－ｔｒａｎｓ－シンナ
メート、ｔｒａｎｓ－シクロヘキサン－１，４－ジメタノール－ｔｒａｎｓ－シンナメー
ト、ｐａｒａ－フェニル　１，４－ジメタノール－ｔｒａｎｓ－シンナメート、ビス（ヒ
ドロキシメチル）フラン－ｔｒａｎｓ－シンナメート、２，５－ジヒドロキシメチル－テ
トラヒドロフラン－ｔｒａｎｓ－シンナメート、またはこれらの混合物である、請求項１
に記載の転相インク。
【請求項５】
　前記ｔｒａｎｓ－桂皮酸ジエステルが、転相インク中に、転相インクの６５～９５重量
％の量で存在する、請求項１に記載の転相インク。
【請求項６】
　（ａ）結晶性ｔｒａｎｓ－桂皮酸ジエステルと、
　（ｂ）イソソルビドおよび二酸のアモルファスオリゴマーとを含む、転相インクであっ
て、
　前記アモルファスオリゴマーが、以下の式を有し、
【化２】

式中、Ｒ’が、
　（ａ）アルキレン基（置換および非置換のアルキレン基を含み、ヘテロ原子が、アルキ
レン基中に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；
　（ｂ）アリーレン基（置換および非置換のアリーレン基を含み、ヘテロ原子が、アリー
レン基中に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；
　（ｃ）アリールアルキレン基（置換および非置換のアリールアルキレン基を含み、ヘテ
ロ原子が、アリールアルキレン基のアルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両
方に存在していてもよく、存在していなくてもよい）；または
　（ｄ）アルキルアリーレン基（置換および非置換のアルキルアリーレン基を含み、ヘテ
ロ原子が、アルキルアリーレン基アルキル部分およびアリール部分のいずれかまたは両方
に存在していてもよく、存在していなくてもよい）であり、
　２個以上の置換基が接続して環を形成していてもよく、
　ｎが、２～１０である、転相インク。
【請求項７】
　前記アモルファスオリゴマーが、イソソルビド－コハク酸オリゴマー、イソソルビド－
イタコン酸オリゴマー、イソソルビド－酒石酸オリゴマー、イソソルビド－リンゴ酸オリ
ゴマー、またはこれらの混合物である、請求項１に記載の転相インク。
【請求項８】
　前記アモルファスオリゴマーは、転相インク中、転相インクの５～３５重量％の量で存
在する、請求項６に記載の転相インク。
【請求項９】
　硬度値が少なくとも７０である、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１０】
　結晶化温度が、示差走査熱分析法によって測定した場合、６５～１５０℃である、請求
項１に記載の転相インク。
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